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　まであと　285日

　まであと　271日レスリング競技（成年）

第７回全国障害者スポーツ大会
バレーボール競技（聴覚）

今月のひとコマ

みんなでイノシシを　　　
かいたよ！
あけましておめでとうございます。
今年の干支は亥（イノシシ）です。干支に
ちなんで馬場目保育園のおともだちが
イノシシのぬりえに挑戦してくれました。
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年頭のごあいさつ

１
月
１
日 

▼
２
０
０
６
年
が
ス
タ
ー
ト
。

１
月
５
日 

▼ 

ア
メ
ダ
ス
観
測
史
上
最
大
の
大

雪
。
積
雪
量
は
１
３
７
㌢
を
記

録
し
公
共
交
通
機
関
が
混
乱
。

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
。

１
月
14
日 

▼ 

豪
雪
対
策
本
部
を
豪
雪
災
害
対

策
本
部
に
切
り
替
え
る
。

２
月
７
日 

▼ 

地
区
町
政
座
談
会
を
開
催
。（
16

日
ま
で
）

２
月
22
日 

▼ 

積
雪
量
、降
雪
量
が
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
か
ら
豪
雪
災
害
対

策
本
部
を
雪
害
警
戒
対
策
室
に

切
り
替
え
る
。（
３
月
27
日
廃
止
）

２
月
25
日 

▼ 

杉
沢
小
学
校
閉
校
式
が
開
か
れ

る
。閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
る
。（
３
月
31
日
閉
校
）

３
月 

▼ 

町
第
３
次
行
政
改
革
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）を

策
定
。

３
月
28
日 

▼ 

内
川
・
富
津
内
地
区
で
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
開
始
。

３
月
31
日 

▼ 

昭
和
45
年
に
設
立
さ
れ
た
町
開

発
公
社
が
解
散
。

４
月
１
日 

▼ 

指
定
管
理
者
株
式
会
社
あ
っ
た

か
五
城
目
が
五
城
館
の
営
業
を

開
始
。

４
月
１
日 

▼ 

旧
杉
沢
小
学
校
校
舎
を
利
用
し

た
教
育
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
が

開
館
。

５
月
１
日 

▼ 

平
成
17
年
８
月
29
日
か
ら
休
館

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を

２
０
０
６
年
の
出
来
事

２
０
０
６
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

過
ぎ
し
年
は
、
皆
さ
ま
の
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
ご
指
導
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
48
豪
雪
以
来
33
年
ぶ

り
の
記
録
的
な
大
雪
に
よ
る
五
城

目
町
豪
雪
災
害
対
策
本
部
の
設
置

に
は
じ
ま
り
、
１
２
１
年
の
歴
史
あ

る
杉
沢
小
学
校
の
閉
校
や
五
城
目

町
開
発
公
社
の
解
散
、
さ
ら
に
は

観
光
施
設
な
ど
の
指
定
管
理
者
制

度
へ
の
移
行
な
ど
変
動
の
１
年
と
も

な
り
ま
し
た
。

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度

策
定
し
ま
し
た
五
城
目
町
自
立
計

画
に
沿
っ
て
行
財
政
改
革
を
念
頭
に

所
要
の
各
種
事
業
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も

町
民
の
皆
さ
ま
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
五
城
目
第
一
中
学
校
の
改
築
事
業

５
カ
年
計
画
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
姉
妹
都
市
千
代
田
区
と

の
交
流
の
中
に
新
た
な
経
済
的
交

流
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

迎
え
た
平
成
19
年
は
、
引
き
続

き
自
立
計
画
を
基
本
に
生
活
基
盤

の
整
備
や
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
商
工
業
の
振
興
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進
、
さ
ら

に
は
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
積
極

的
に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
五
城
目
町
が
自
立
し
て
生
き
て

い
く
た
め
に
、
町
民
と
行
政
が
と
も

に
汗
を
流
し
、「
町
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
共
通
の
目
標

に
掲
げ
、
こ
の
理
念
を
具
現
化
し
町

民
活
動
を
支
援
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
46
年
ぶ
り
に
本

県
開
催
と
な
る
国
民
体
育
大
会「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
の
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
を
は
じ
め
、
秋
田
わ
か
杉
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
当
町
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
選

手
役
員
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
全
町
民
を
あ
げ

て
歓
迎
し
た
い
と
存
じ
ま
す
し
国

民
体
育
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
出

に
残
る
大
会
と
し
た
く
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
も
絶
大
な
る
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

先
人
の
築
か
れ
た
素
晴
ら
し
い

伝
統
と
文
化
、
山
紫
水
明
の
麗
し

き
郷
土
を
誇
り
と
し
、
そ
こ
に
生
活

す
る
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
、
個
性

あ
る
郷
土
を
共
に
築
い
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
暖
か
い
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、「
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
形
成
」

の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
町
政
に
対
す

る
一
層
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て 五城目町長

渡　邉　彦兵衛

地域を語ろう、創ろう！
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行
っ
て
い
た
町
民
セ
ン
タ
ー
の

利
用
を
再
開
。

５
月
22
日 

▼ 

藤
里
町
の
児
童
殺
害
事
件
発
生

を
受
け
、
小
中
学
生
の
登
下
校

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
。

６
月
23
日 

▼ 

姉
妹
都
市
千
代
田
区
の
経
済
交

流
の
一
環
と
し
て
五
城
目
タ
ン

ス
組
合
が
新
庁
舎
の
家
具
類
の

製
作
を
契
約
。

７
月
１
日 

▼ 

町
役
場
庁
舎
の
休
日
・
夜
間
の

管
理
を
警
備
会
社
に
委
託
。

８
月
１
日 

▼ 

指
定
管
理
者
い
そ
う
ら
直
売
会

が
悠
紀
の
国
五
城
目
の
営
業
を

開
始
。

８
月
15
日  

▼ 

き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
と
全
町
盆

踊
り
大
会
が
同
日
・
同
会
場
で

開
催
。

９
月 

▼ 

五
城
目
第
一
中
学
校
改
築
基
本

構
想
を
策
定
。

９
月
21
日 

▼ 

伊
藤
惠
朗
氏
が
教
育
長
に
就
任
。

10
月
16
日 

▼ 

五
城
目
第
一
中
学
校
改
築
の
基

本
設
計
業
務
に
つ
い
て
町
内
の

一
級
建
築
士
４
業
者
に
よ
る
共

同
企
業
体
と
委
託
契
約
を
締

結
。

10
月
24
日 

▼ 

千
代
田
区
議
会
運
営
委
員
、区

職
員
18
人
が
来
町
し
、新
庁
舎

設
置
の
家
具
を
検
収
す
る
と
と

も
に
、本
町
議
会
議
員
と
意
見

交
換
を
行
う
。

10
月
26
日 

▼ 

株
式
会
社
あ
っ
た
か
五
城
目
が

朝
市
通
り
の
社
会
実
験
を
実
施
。

（
11
月
25
日
ま
で
）

10
月
29
日 

▼ 

町
功
労
者
表
彰
式
典
が
開
か

れ
、平
成
18
年
度
町
功
労
者
と

し
て
●
●
●
●
さ
ん（
●
●
）を

表
彰
。

11
月
29
日 

▼ 

旧
富
津
内
小
学
校
の
解
体
工
事

を
開
始
。（
完
成
予
定
は
平
成
19

年
２
月
１
日
）

地域を語ろう、創ろう！

町では、これまで町民のみなさんの要望や陳情に行政が応えていく
かたちで、公共的サービスの大半を担ってきました。

これからは地域の課題解決や暮らしやすいまちづくりを進めていく
ために、町民の皆さんと行政が、対等の立場で、ふさわしい役割を分
担しながら、互いに協力し合い、同じ目的をもって、まちづくりに取
り組む必要があります。

そのためには「誰がやればうまくいくか」という考えに立ち、従来
の「要望・陳情」型であった町民の皆さんと行政の関係を見直し、地
域の課題解決やまちづくりは、町民の皆さんが主体的に考え、実践し、
これを行政が支援していくといったパートナーシップを重視した、「協
働」の新しい関係を築き、新しいまちづくりを進めてまいります。

町　民
町内会・各種団体
町民活動団体
（NPO等）
事業主

町民と行政の

協　働

地域の“思い”を実現するために、まずは、できることからはじめましょう

わたしたちが
暮らす

この町（地
域）の

将来に向け
て

行　政

協働のイメージ
意見・提案

支援 情報

「地域を語る会」を希望される町内会はまちづくり課までご連絡ください、おまちしております。☎852・5361（直通）

　町では、「町民主体の新しい自治」の実現に向けて『協働のまちづくり』の仕組みづくりを進めています。町民の皆さんと行政が協力し、　　
地域におけるさまざまな課題を公益的活動を通じて解決しながら、より良いまちづくりを目指す取組みに向け、「地域を語る会」を開催します。

狭
い
道
路
の

除
雪
は
町
内
会
で
も

で
き
そ
う
だ

何
で
も
町
に

お
願
い
す
る
だ
け
で

い
い
の
か
し
ら

花
を
た
く
さ
ん

植
え
て
綺
麗
な

町
に
し
た
い

子どもたちが
町の将来に
夢をもてる
ようにしたい

秋田国体で何か
手伝えることは
ないかなぁ

地
域
に

貢
献
で
き
る

活
動
が
し
た
い
わ

ま　　ち
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八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
の
ご
み
処

理
施
設
整
備
事
業
で
す
が
、
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
と
特
定
施
設
な
ど
の
設
置
届
を

十
月
五
日
付
け
で
県
知
事
に
提
出
し
た
結

果
、
同
月
三
十
一
日
付
け
で
届
出
の
内
容

が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
旨
の
受
理
書
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
一
月
二
十
七

日
に
は
、
施
設
建
設
地
で
起
工
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
造
成
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

建
築
物
の
確
認
申
請
に
対
す
る
許
可
が
得

ら
れ
次
第
、
本
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

六
月
に
成
立
し
た
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
を
運
営

主
体
と
し
て
実
施
す
る
新
た
な
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
広
域
連
合
の
設
立
は
平
成
十
八
年

度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第

一
回
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
立

準
備
委
員
会
を
八
月
二
十
八
日
に
開
催
す

る
と
と
も
に
、
九
月
一
日
か
ら
県
一
名
、

市
町
村
七
名
か
ら
な
る
事
務
局
を
立
ち
上

げ
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
に
予
定
す
る

広
域
連
合
設
立
と
広
域
連
合
長
の
選
挙
な

ど
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

十
月
三
十
一
日
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
推

進
部
会
主
催
に
よ
る
「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
関
係
者
と
町
民
約
七

十
名
の
参
加
の
も
と
、
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
の
皆
さ
ま
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て

参
り
ま
す
。

株
式
会
社
あ
っ
た
か
五
城
目
が
十
月
二

十
六
日
か
ら
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
の
約

一
か
月
間
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
よ
り
選
定
さ
れ
て

実
施
し
た
「
安
全
安
心
な
道
路
空
間
確
保

等
の
社
会
実
験
」
で
、
朝
市
通
り
の
歩
行

者
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に
対
面
通
行
、

一
方
通
行
の
実
験
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

社
会
実
験
中
は
、
皆
さ
ま
に
ご
心
配
や

ご
み
処
理
施
設
の
起
工
式
を

実
施
し
ま
し
た

 

町
民
生
活
課

1122月議会定例会月議会定例会12月議会定例会

　平成18年12月議会定例会が、
12月４日から8日までの日程で開
催されました。議会では「平成
18年度一般会計補正予算」など
13案件が可決・同意されました。
　今月号では、定例会初日に行わ
れた児玉助役の行政報告を要約し
て紹介します。

平成18年12月議会定例会が、

「  平成18年度　　　　
　一般会計補正予算」
など13案件が可決・同意

◆
◇
◆　

行

政

報

告
　

◆
◇
◆

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
設
置
に
つ
い
て

 

福
祉
保
健
課

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て

 

商
工
観
光
課

朝
市
通
り
の
社
会
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た

 

商
工
観
光
課



ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
あ

く
ま
で
も
実
験
で
あ
り
、
必
ず
し
も
実
験

の
と
お
り
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
、

関
係
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に

よ
り
、
よ
り
良
い
朝
市
通
り
の
道
路
空
間

整
備
な
ど
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
赤
倉
山
荘
」「
盆
城
庵
」
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
公
募

し
ま
し
た
が
応
募
者
が
な
く
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
町
が
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
昨
年
度
同
様
の
内
容
で
再
度

公
募
し
た
結
果
「
赤
倉
山
荘
」
に
三
団
体
、

「
盆
城
庵
」
に
一
団
体
の
応
募
が
あ
り
、
条

例
に
基
づ
き
委
員
五
名
を
委
嘱
し
て
、
選

定
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

選
定
委
員
会
は
三
回
開
催
さ
れ
、
十
一

月
七
日
付
け
で
委
員
長
よ
り
「
当
該
施
設

の
管
理
運
営
の
現
状
等
を
考
え
る
と
指
定

管
理
者
の
選
定
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
指
定

管
理
者
の
該
当
は
な
い
」
と
す
る
旨
の
答

申
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
答
申
を
真
摯
（
し
ん
し
）

に
受
け
と
め
、
申
請
団
体
の
代
表
者
に
候

補
者
と
し
て
選
定
で
き
な
か
っ
た
旨
を
報

告
し
て
い
ま
す
。

「
赤
倉
山
荘
」
に
つ
い
て
は
、「
直
営
」「
休

止
」「
廃
止
」「
譲
渡
」「
貸
付
」
の
選
択
肢

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
調
査
検
討
し
、
年
度
内
に
適
正
な
方
策

を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
盆
城
庵
」
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
を
選

定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
条

例
に
よ
り
地
域
の
活
力
を
積
極
的
に
活
用

で
き
る
公
共
的
団
体
を
町
長
が
候
補
者
と

し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で
は
、
県
事

業
を
活
用
し
、
十
一
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日
に
千
代
田
区
靖
国
通
り
商
店
街
連
合

会
主
催
の
「
第
四
回
開
運
富
く
じ
大
興
行
」

に
参
加
し
、
五
城
目
産
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

な
ど
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

首
都
圏
消
費
者
の
意
向
調
査
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
意
向
調
査
の
集
計
作
業
を
進

め
農
産
物
販
路
拡
大
な
ど
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

九
月
以
降
、
車
両
や
住
家
な
ど
四
件
の

火
災
が
発
生
す
る
と
い
う
残
念
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
暖
房
器
具
の
使

用
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
年
末
年
始
を

控
え
慌
し
さ
も
増
し
ま
す
。
な
お
い
っ
そ

う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

火
災
予
防
に
努
め
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

五
城
目
第
一
中
学
校
改
築
の
基
本
設
計

業
務
委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
月
十
六

日
に
町
内
の
一
級
建
築
士
四
業
者
に
よ
る

共
同
企
業
体
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
設

計
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

設
計
業
務
の
履
行
期
間
は
平
成
十
九
年

二
月
二
十
八
日
ま
で
と
し
、
実
施
設
計
業

務
つ
い
て
は
三
月
に
委
託
契
約
し
、
完
成

は
六
月
末
と
す
る
考
え
で
い
ま
す
。

旧
富
津
内
小
学
校
お
よ
び
隣
接
す
る
旧

富
津
内
保
育
園
の
解
体
は
、
十
一
月
二
十

一
日
に
入
札
を
実
施
し
二
月
一
日
の
完
成

を
め
ざ
し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
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旧
富
津
内
小
学
校
校
舎
の

解
体
工
事
に
つ
い
て

 

学
校
教
育
課

五
城
目
一
中
改
築
事
業

基
本
設
計
業
務
を
委
託

 

学
校
教
育
課

町教育委員会委員の　　
任命につき同意を求める　
ことについて
町教育委員会委員の●●●●
さん、●●●●●さんの任期
が12月17日で満了することか
ら、新たに●●●●さんと●
●●●さんを任命することに
同意されました。

平成18年度　　　　　　
一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ1億288万
5,000円の追加補正。補正後
の予算総額は50億3,888万
8,000円。
❖主な補正内容
歳　出
● 除雪事業 …4,000万円の増額
　（ 道路除雪の委託料）

赤
倉
山
荘
と
盆
城
庵
の

指
定
管
理
者
に
つ
い
て

 

商
工
観
光
課

町
農
産
物
の
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す

 

農　

林　

課

町
内
で
４
件
の
火
災
が　
　

発
生
し
ま
し
た

 

消
防
本
部

可決・同意された
主な議案

現在町が管理運営を行っている「赤倉山荘」



お子さんといっしょに気軽に参
加してください。▲

１月19日㈮、29日㈪、30日㈫
　もりやまこども園
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ 19日、29日は「親子で楽しく
体操」を予定しています。
　 講師：●●●●さん【日本女子
体操連盟指導員、五城目夢舞明
人（むーぶめんと）代表】
※ お問い合わせ、子育てなんでも
相談は、五城目保育園（☎
852・3805）まで

健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報

青壮年スポーツ　
教室の受講生を　
募集

▲

対　象　 町内の方▲

期　間　 1月19日㈮～2月27日㈫
までの毎週火・金曜日（午
後７時～午後８時30分）▲

会　場　広域五城目体育館▲

参加料　1,500円（保険料）▲

申し込み
　 広域五城目体育館・町民センター
に準備している用紙に必要事項
を記入し、参加料をそえて、1月
17日㈬までお申し込みください。
※ お問い合わせは、生涯学習課　
（☎852・4411）まで

ケアセンター五城目
お知らせカレンダー
ケアセンター五城目
お知らせカレンダー1月

■　健　　診　■
16日　乳児健康診査
対象　平成18年９月生まれ

12時40分～13時00分
　　　平成18年３月、６月生まれ

13時15分～13時30分
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

25日　2歳児歯科健康診査
対象　平成16年６月～８月生まれ
受付　12時40分～13時10分

■　そ の 他　■
15日・29日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時

18日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時

こころはればれ通信Vol.6

上手な時間活用は、物事を前向き
に、潤滑に進めます。
目標や行動に合わせて時間を使

い、時間を整理する事は、前向きで
積極的な行動や姿勢に役立ち、メン
タルヘルス（心の健康）にも反映さ
れます。
１年の始まりに、積極的な時間の

使い方を計画しましょう！

♦ スケジュールを立てる事は、時間
を管理する上で有効な手段です。
作成したスケジュールはできるだ
け延期をしない事。
♦ 物事の優先順位を明確にし、順位
の高いものから行うようにしま
しょう。 
♦ 無理のない時間配分を考えてリラッ
クスタイムを組み込みましょう。
ケアセンター五城目保健師　●●

心の健康...時間のマネージメント

遊びに
　　おい

でよ

「わんぱーく」を
開催します

06KOHO GOJOME No.870 2007.1.1

もりやまこども園 ６月９日、10日に開催！
全国障害者スポーツ大会
リハーサル大会の
出場者を大募集
　第７回全国障害者スポーツ大会リ
ハーサル大会兼第５回秋田県障害者
スポーツ大会の個人競技の参加者を
募集しています。

▲

申込期限　1月19日㈮
※ お問い合わせは、国体・障害者ス
ポーツ大会局（☎860・5274）
まで



五
城
目
警
察
署
の
有
志
の
会

「
森
山
会
」（
●
●
●
●
会
長
）
が
、

十
二
月
十
一
日
、
●
●
●
小
を

訪
れ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
三
百
八
十

個
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
防

犯
ブ
ザ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
ろ
う
と
森
山
会
の

皆
さ
ん
が
会
費
で
購
入
し
た
も

の
で
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
受
け
取
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
「
あ
り
が
と

う
」
と
大
き
な
声
で
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
、
●
●
●
●

中
の
一
年
生
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
町
内
の

企
業
な
ど
に
職
場
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。

五
城
目
町
役
場
に
は
、
●
●

●
●
さ
ん
、
●
●
●
●
さ
ん
、

●
●
●
●
さ
ん
の
三
人
が
訪
れ

仕
事
を
体
験
。
資
料
の
チ
ェ
ッ

ク
や
県
広
報
紙
の
仕
分
け
作
業

を
行
っ
た
ほ
か
、
役
場
の
仕
事

に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

約
三
時
間
の
体
験
学
習
を
終

え
た
三
人
は
「
大
変
で
し
た
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
体

験
を
こ
れ
か
ら
の
勉
強
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔

で
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
体
験
学
習
！

●
●
●
●
中
１
年
生
が

五
城
目
町
役
場
で
職
場
体
験十

二
月
一
日
、
五
城
目
町
は
、

災
害
時
の
協
力
に
関
す
る
協
定

を
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

五
城
目
店
（
店
長
・
●
●
●
●

さ
ん
）
と
締
結
し
ま
し
た
。

同
日
に
役
場
大
庁
議
室
で
行

わ
れ
た
調
印
式
で
渡
邉
町
長
が

「
防
災
活
動
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
る
と
、
●
●
店
長

は
「
災
害
時
に
き
ち
ん
と
活
動

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
す
」

と
応
え
、
災
害
時
の
物
資
供
給

や
運
搬
、
避
難
場
所
の
提
供
に

つ
い
て
協
力
を
約
束
し
て
く
れ

ま
し
た
。

町
の
防
災
活
動
に
協
力
し
ま
す

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
と

防
災
活
動
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
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子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
た
い
！

五
城
目
警
察
署「
森
山
会
」が

防
犯
ブ
ザ
ー
を
●
●
●
小
に
寄
贈

●
●
●
小
の
子
ど
も
た
ち
が

十
二
月
八
日
に
森
山
荘
を
訪
れ
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
●
●
●
小
か
ら
森

山
荘
に
贈
ら
れ
た
の
は
、
車
イ

ス
三
台
と
六
年
生
七
人
に
よ
る

演
劇
「
お
ん
ぶ
地
蔵
」。
車
イ
ス

は
四
年
前
か
ら
全
校
児
童
で

行
っ
て
き
た
ア
ル
ミ
缶
回
収
の

資
金
で
購
入
し
た
も
の
で
、
劇

は
学
習
発
表
会
で
披
露
し
、
好

評
で
あ
っ
た
演
目
で
す
。

森
山
荘
の
皆
さ
ん
は
、
優
し

い
心
と
愛
ら
し
い
姿
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
●
●
●
小
の
子
ど
も

た
ち
に
目
を
細
め
な
が
ら
大
き

な
拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね

●
●
●
小
が
森
山
荘
に

車
イ
ス
と
演
劇
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■調理するときは
　よく手を洗い、食材にしっかり火を通す。
■おう吐物や排せつ物を処理するときは
　 ❶使い捨て手袋とマスクをする。❷汚れた物は二重に
したビニール袋などに密封して捨てる。❸汚れた場所
は塩素系消毒剤で消毒する。

ノロウィルスの感染を防ぐために!
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■ 

印
鑑
と
申
告
書
（
申
告
書

は
会
場
に
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

■ 

給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
が
あ
っ
た
方
は
、
平

成
十
八
年
分
の
源
泉
徴
収

票
■ 

事
業
に
よ
る
収
入
が
あ
っ

た
方
は
、
収
入
と
必
要
経

費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

類
、
領
収
書
な
ど

■ 

平
成
十
八
年
中
に
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
・
国

民
年
金
保
険
料
・
介
護
保

険
料
・
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
と
、
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ

か
る
も
の
、
生
命
保
険
、

損
害
保
険
な
ど
の
控
除
証

明
書

■ 

配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た

方
は
、
そ
の
所
得
が
わ
か

る
書
類

▼ 

農
協
に
米
を
出
荷
し
た
方

　

 

農
協
か
ら
交
付
さ
れ
る

『
平
成
十
八
年
分
農
業
所

得
に
係
る
証
明
書
』。

▼ 

農
協
以
外
に
米
を
出
荷
し

た
方

　

 

平
成
十
八
年
分
の
米
の
出

荷
額
が
証
明
で
き
る
書

類
。

■ 

大
型
機
械
を
購
入
し
た

り
、
作
業
場
の
増
改
築
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契

約
書
の
写
し
か
領
収
書
。

■ 

肥
料
、
農
薬
、
資
材
な
ど

を
購
入
し
た
と
き
の
領
収

書
。

申告相談
所得税・町県民税の

が2月８日㈭から
始まります

※ お問い合わせは、
　役場税務課（☎８５２・５１４４）まで

申
告
に
必
要
な
も
の

農
業
申
告
に
必
要
な
も
の

※ 相談開始　午前９時～（受け付け時間は午前８時30分～午後３時）
※杉沢地区の会場は、今年からふれあいセンターに変更しましたのでご協力をお願いします。

日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会　

場

五　城　目
２
／
８
木

広
ケ
野
・
希
望
ケ
丘
・
今
町
・
御
蔵
町

小
池
町
・
川
原
町
・
新
町
・
一
番
町

役場２階「正庁」

９
金

田
町
・
古
川
町
・
長
町

13
火

紀
久
栄
町
・
新
畑
町
・
矢
場
崎
・
な
な

く
ら（
仮
称
）　

14
水

米
沢
町
・
畑
町
・
仲
町

富　津　内

15
木

下
山
内
・
上
山
内

富津内地区
　　公民館

16
金

富
田
・
黒
土（
１
・
２
区
）

19
月

八
田
・
台
・
御
蔵
下
・
脇
乙

20
火

落
合
・
高
千
・
北
々
口
・
小
倉

森　山

21
水

岡
本
１
区
・
野
田

森山
地区
公民館

22
木

岡
本
２
区
・
浦
横
町

五　城　目

23
金

築
地
町
・
昭
辰
町
・
雀
舘

役場２階「正庁」

26
月

舘
町
・
中
川
原
・
下
高
崎
・
久
保

27
火

高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

28
水

上
樋
口（
上
・
下
）・
樋
口
・
上
田
町

新
里
町

３
／
１
木

岩
城
町
・
東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

馬　場　目

２
金

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

ふれあい
センター

５
月

寺
庭
・
小
野
台
・
中
村
・
平
ノ
下

水
沢

６
火

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

内　川

７
水

湯
ノ
又（
１
〜
４
区
）・
小
川
口

生きが
いセン
ター

８
木

浅
見
内（
１
〜
６
区
）

大　川

９
金

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

12
月

大
川
２
・
３
区

13
火

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

14
水

下
樋
口
・
西
野

予備日

15
木

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場
２階
「正庁」

準
備
は
お
早
め
に

申
告
相
談
日
程

平成19年分の申告に
向けて今から準備を
平成19年分の申告から農業

所得簡易計算は廃止され、収支
計算になります。今年の１月か
ら領収書などの書類を保存しま
しょう。

　

申
告
相
談
は
下
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
中
の
収
入
と
支
出
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
を
準
備
し

日
程
表
の
日
時
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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普
段
、
何
気
無
く
通
っ
て

い
る
道
路
。
幼
児
た
ち
が
遊

ん
で
い
る
公
園
や
読
書
を
す

る
た
め
に
使
う
図
書
館
。
こ

れ
ら
の
も
の
が
身
近
に
あ
り
、

不
自
由
の
な
い
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。

公
園
や
図
書
館
な
ど
の
多

く
の
人
が
使
う
施
設
を
公
共

施
設
と
い
い
、
こ
れ
は
国
や

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
お
金
で

造
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
お
金

の
半
分
以
上
が
、
僕
た
ち
国

民
が
税
と
し
て
国
や
地
方
に

納
め
て
い
る
、「
税
金
」
な
の

で
あ
る
。

公
共
施
設
以
外
に
も
税
は
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
役

立
っ
て
い
る
。
税
は
、
僕
た
ち

の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
パ

ト
カ
ー
や
救
急
車
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
お
年
寄
り
の
生

活
を
守
る
た
め
に
年
金
で
も

活
躍
し
て
い
る
。
僕
た
ち
が

平
等
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る

の
も
税
金
の
力
が
な
け
れ
ば
、

実
現
し
な
い
の
だ
。

私
た
ち
の
生
活
が
、
税
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
の
だ
。
将

来
の
日
本
を
担
う
僕
た
ち
に

と
っ
て
、
税
は
、
と
て
も
大
切

な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
税
に
は

多
く
の
種
類
が
あ
る
。
僕
た

ち
に
一
番
身
近
な
の
は
消
費

税
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
買
い

物
を
す
れ
ば
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
税
金
の
一
つ
で
あ

る
。ま

た
両
親
の
働
い
て
、
得

た
収
入
か
ら
納
め
て
い
る
税

を
所
得
税
と
い
い
、
こ
れ
は

両
親
の
代
わ
り
に
会
社
が
納

め
て
い
る
。

今
、
二
つ
の
税
金
を
挙
げ

た
が
、
ど
ん
な
税
金
で
も
、

国
民
の
た
め
に
役
立
っ
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

皆
税
金
を
払
う
け
れ
ど
も
、

税
金
は
僕
た
ち
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
形
を

変
え
て
ま
た
戻
っ
て
く
る
の

だ
。
だ
か
ら
、
脱
税
や
税
金

を
不
正
に
使
う
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

僕
た
ち
が
納
め
た
税
金
の

使
い
道
を
、
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

国
に
入
る
お
金
の
半
分
以

上
が
税
金
で
あ
る
。
内
閣
が
、

こ
の
税
金
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
を
話
し
合
い
で
決
め
て

い
る
の
だ
。こ
の
話
し
合
い
は
、

国
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
、

予
算
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

国
の
予
算
は
、
国
民
全
員

の
た
め
に
、
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
。
僕
た
ち
が
病
気
に

な
っ
て
も
、
国
の
援
助
が
あ

る
か
ら
安
心
な
の
だ
。
ま
た
、

税
金
は
世
界
で
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
も
役
だ
て
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
税
に
は

い
ろ
い
ろ
と
使
い
道
が
あ
り
、

頼
も
し
い
存
在
で
あ
る
。

工
事
現
場
で
働
く
お
じ
さ

ん
や
パ
ー
ト
で
働
く
お
ば
さ

ん
。
国
民
全
員
が
税
を
納
め
、

そ
の
税
金
に
僕
た
ち
は
、
支

え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
国

民
の
力
で
国
が
成
り
立
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
国
民
が
税

金
を
払
わ
な
い
と
、
国
が
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
は
、
明

ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
国
民
一
人
一
人
が

義
務
を
果
た
せ
ば
、
国
も
豊

か
に
な
る
の
だ
。
税
金
と
は
、

国
民
が
働
い
た
分
だ
け
国
が

豊
か
に
な
っ
て
い
く
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

僕
は
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、

一
生
懸
命
働
い
て
税
金
を
納

め
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
国
を
支
え
る
こ
と
に

な
る
の
だ
。
社
会
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
公
共

施
設
は
、
国
民
が
国
の
た
め

に
貢
献
し
た
証
拠
な
の
だ
。

人
々
が
不
自
由
な
く
、
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
、
今

の
僕
た
ち
に
と
っ
て
一
番
の
願

い
で
あ
る
。

平成18年分確定申告書の受け付け期間は次のとおりです。

●申告所得税／2月16日㈮～3月15日㈭

●贈　与　税／2月 1日㈭～3月15日㈭

●消　費　税／1月 4日㈭～4月 2日㈪

確定申告書作成会場を開設
●期　間　 2月1日㈭～3月15日㈭

の平日
●会　場　ポートタワーセリオン
●時　間　午前９時～午後４時
※ 土・日・祝日は休みますが、２月
18日㈰、25日㈰は、県労働会館
で申告相談を行います。

インターネットで確定申告！
　ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告納税シス
テム）で申告と納税などができます。
詳しくは「国税庁ホームページ」
http://www.nta.go.jp/
をご覧ください。

税 理士による無料税務相談
■ 秋田市役所土崎支所会場
　２月26日㈪～３月２日㈮
■ ジョイフルシティ男鹿会場
　２月28日㈬～３月２日㈮

秋田北税務署からの
お知らせ

※ お問い合わせは、秋田北税務
署（☎８４５・１７５３）まで

中学生の税についての作文コンクール
で、秋田北地区納税貯蓄組合連合会長賞
を受賞した●●●●さん（●●中●年）
の作品をご紹介します。

中学生の税についての
作文コンクール

「
税
の
大
切
さ
」

秋田北地区　
納税貯蓄組合連合会長賞

●●　●●さん（●●中●年）
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町税の口座振替納付を進めるために、町で
は独自の奨励金制度を創設しました。この機
会にぜひ便利で安心な口座振替納付をご利用
ください。

新たに町税の口座振替を
利用される方に

手続きの方法
町内の金融機関または、役場税務課に備え付けの「町税口座

振替依頼書」に必要事項を記入し、お申し込みください。
お問い合わせは、役場税務課（☎852・5144）まで

口座振替納付奨励金制度
■交付対象　 奨励期間中、納税者名義すべての対象税目につ

いて、新規に口座振替手続きをして、年度末に
完納された方。

■奨励期間　平成20年３月31日まで

■適用回数　１人１回限り

■対象税目　 町県民税（普通徴収分）、固定資産税、　　　
国民健康保険税、軽自動車税

■奨励金額　 納税者個人に500円（個人が所属する納税貯蓄
組合に200円）

奨励金を交付します

町からの奨励金700円

納税者個人に
500円

個人が所属する
納税貯蓄組合に
200円

所得税・町県民税
平成19年から
あなたの

 が変わります
平成19年から税源移譲により、所得税と町県民税の税率が変わります

所　得　税　平成19年１月分から適用　➡　４段階であった税率を６段階に細分化
町県民税　平成19年６月分から適用　➡　 ３段階であった税率から一律10㌫に

（県民税４㌫、町民税６㌫）
ほとんどの方は、１月分からの所得税が減り、その分６月分の町県民税が増えることになります。
しかし、税源の移し替えなので「所得税＋町県民税」の負担は基本的には変わりません。（ただし、
平成19年から定率減税が廃止されるなどの影響があることに注意してください）

独身者の場合

給与収入
税 源 移 譲 前

➡
税源移譲後

＝
負担
増減額所得税 住民税 合　計 所得税 住民税 合　計

300万円 124,000円 64,500円 188,500円 62,000円 126,500円 188,500円 0円

500万円 258,000円 163,000円 421,000円 160,500円 260,500円 421,000円 0円

700万円 474,000円 307,000円 781,000円 376,500円 404,500円 781,000円 0円

夫婦＋子ども２人の場合

給与収入
税 源 移 譲 前

➡
税源移譲後

＝
負担
増減額所得税 住民税 合　計 所得税 住民税 合　計

300万円 0円 9,000円 9,000円 0円 9,000円 9,000円 0円

500万円 119,000円 76,000円 195,000円 59,500円 135,500円 195,000円 0円

700万円 263,000円 196,000円 459,000円 165,500円 293,500円 459,000円 0円

※夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養家族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

今回の税源移譲の
ポイント

所得税（国税）と
町県民税（地方税）
の税率を変えること
で、国の税収が減り、
地方税収が増えるこ
とになります。

モデルケース　税源移譲による負担変動（年額）
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第16回
クリスマス水泳競技大会

（敬称略）自由形25㍍

▼男子２年生以下
　第３位　●●　　●（●小●年）

▼男子４年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）

▼女子２年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第３位　●●　●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●●●●（●小●年）
自由形50㍍

▼男子４年生以下
　第１位　●●　　●（●小●年）

▼男子６年生以下
　第１位　●●●●●（●小●年）
　第３位　●●●●●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●　●●（●小●年）
　第３位　●●　●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
背泳ぎ25㍍

▼女子２年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●●　●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第３位　●●　●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
背泳ぎ50㍍

▼男子４年生以下
　第１位　●●　　●（●小●年）

▼男子６年生以下
　第１位　●●●●●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●●●●（●小●年）
　第３位　●●　●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●●●●（●小●年）
　第３位　●●　●●（●小●年）
平泳ぎ25㍍

▼男子４年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●　●●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第１位　●●●●●（●小●年）
　第２位　●●　●●（●小●年）
平泳ぎ50㍍

▼男子４年生以下
　第１位　●●　　●（●小●年）

▼男子６年生以下
　第１位　●●●●●（●小●年）

▼女子４年生以下
　第３位　●●　●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
バタフライ25㍍

▼男子６年生以下
　第１位　●●　　●（●小●年）
　第２位　●●●●●（●小●年）

▼女子６年生以下
　第１位　●●　●●（●小●年）
　第２位　●●●●●（●小●年）
バタフライ50㍍

▼女子６年生以下
　第２位　●●●●●（●小●年）
個人メドレー100㍍

▼男子６年生以下
　第２位　●●●●●（●小●年）

農業に従事する人は
広く加入できます

下記の要件を満たしている方
が加入できます。
❶ 国民年金の第1号被保険者
❷ 年間60日以上農業に従事
する方
❸60歳未満の方

積立方式です

自分で積み立て、加入者数受
給者数に左右されない、安定し
た公的年金です。

保険料は
自由に決められます

毎月の保険料は、20,000円
から最高67,000円まで、1,000
円単位で自由に決められます。

80歳までの保証がついた終身年金です

年金は終身受給できます。
加入者や受給者が80歳にな

る前に亡くなった場合でも、
80歳まで受け取れるはずの金
額を死亡一時金として遺族が受
け取れます。

担い手には保険料の
国庫助成があります

一定の要件を満たす担い手
は、 基本保険料２万円のうち最
高半額、生涯で最大216万円の
補助を受けることができます。

▼お問い合わせ、申し込み
　 町農業委員会（☎852・
5295）、JAあきた湖東五城
目支所（☎852・4321）

農
業
者
年
金

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す

に
は
、
若
い
と
き
か
ら
の

備
え
が
必
要
で
す
。

第
三
十
二
回
「
私
の
ア
イ
デ

ア
貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
が
こ
の
た
び
行
わ
れ
、
●
●

●
小
の
●
●
●
さ
ん
（
●
年
）、

●
●
●
●
さ
ん
（
●
年
）、
●

●
●
●
●
さ
ん
（
●
年
）
の
三

作
品
が
、
五
城
目
郵
便
局
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
に
は
、
●
●

●
小
校
長
室
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
●
●
●
五
城
目
郵
便
局
長

か
ら
三
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

●
●
●
小
の
児
童
３
人
が

郵
便
局
長
賞
を
受
賞

十
一
月
十
二
日
、
県
学
童
相

撲
連
盟
創
立
二
十
周
年
記
念
祝

賀
会
が
開
か
れ
、
同
連
盟
会
長

よ
り
●
●
●
小
の
●
●
●
●
先

生
に
特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

●
●
先
生
は
、
学
童
相
撲
の

審
判
員
や
連
盟
の
事
務
局
長
を

長
年
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
た
選

手
の
指
導
育
成
に
努
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

学
童
相
撲
の
普
及
発
展
に
尽
力

●
●
●
小
の
●
●
●
●
先
生
に

特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た



 4 ／消防出初式（広域五城目体育館）

 9 ／ 仕事始めの式（役場）、交通指導
隊初出式（役場）、商工会新春賀
詞交歓会（八郎潟町）

 13 ／ 大潟村五城目会新年会（大潟村）

 15 ／ 負担金審議会（大潟村）

18 ／ 民生児童委員協議会１月全体
会（ガーデン松竹）

 19 ／ 議会議員・課長以上との新年
会（グリーンロイヤル丸富）

 26 ／ 平成19年度当初予算町長助
役査定（～31日迄・役場）

町長の主な予定（１月）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（11月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

慶弔費 4件
公職者などの死亡、秋田県優良技能者（秋田の名
工）受賞祝賀会、県営担い手育成基盤整備事業山
内地区竣工祝賀会、受賞祝賀会

31,400円

会　費 3件
町指定管理者選定委員会懇親会、花いっぱい運動
花だんコンクール祝賀会、ワンダフルあきたカル
チャーフェスティバルパーティー

13,000円

接　遇 1件 千代田区訪問時お土産代 6,300円

その他 8件

ぶなを植える会、森山登山競技会時懇親会、ふる
さと五城目会第18回総会、町議会議員行政視察
研修会に伴う懇親会、納税貯蓄組合税務懇談会、
75歳以上一人暮らし交流会、朝日放送ＣＭ大賞
慰労会、エコトピア湖東講演会

39,210円

合 計 16件 89,910円
平成18年４月から11月までの合計 775,173円
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▼
提
出
書
類

❶ 

町
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
（
国
土
交
通
省
様
式
、
県

様
式
に
準
ず
る
）

❷ 

経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写

し
❸
工
事
経
歴
書
（
過
去
二
年
間
）

❹
営
業
所
一
覧
表

❺
技
術
職
員
等
名
簿

❻ 

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入
・

履
行
証
明
書
の
写
し

❼ 

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
料
納

入
証
明
書
の
写
し

❽
建
設
業
許
可
証
明
書
の
写
し

 

❾ 

納
税
証
明
書
の
写
し
（
消
費
税
を

含
む
）

10
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）
の
写
し

▼
提
出
方
法

・ 

町
内
業
者
は
持
参
と
し
、
町
外
業

者
は
郵
送
で
も
可
と
す
る
。
ま

た
、
提
出
部
数
は
一
部
と
す
る
。

▼
受
付
期
間

・ 

町
内
業
者

　

二
月
一
日
㈭
〜
二
月
二
十
八
日
㈬

・
町
外
業
者

　

三
月
一
日
㈭
〜
三
月　

三
十
日
㈮

▼
参
加
資
格
有
効
期
間

　

平
成
十
九
年
・
二
十
年
度
の
二
年
間

▼ 

変
更
な
ど
の
届
け
出

　

申
請
書
提
出
後
、
申
請
事
項
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
書

面
に
よ
り
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
０
１
８

－
１
７
９
２

　

五
城
目
町
西
磯
ノ
目一丁

目
一
番
地
一

　

役
場
総
務
課
総
務
係

（
☎
８
５
２
・
５
３
３
２
）

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

受
け
付
け
ま
す

　消防団員や消防署員約200人が
参加する消防出初式が１月４日㈭
に開催されます。
　当日は、朝市駐車場で観閲式を
行った後、消防ラッパ隊を先頭
に、消防団員や消防署員が広域体
育館まで行進を行います。
　私たちの生命と財産を災害から
守る消防団員や消防署員の勇姿を
ぜひご覧ください。

消防出初式の日程

１月４日㈭▲

観　閲　式　午前9時～（朝市駐車場）▲

町内行進　午前9時10分～
　　　　　　（ 朝市駐車場➡朝市通り　

➡体育館）　▲

分　列　式　午前9時15分～　
　　　　　　（朝市通り丸六物産前）▲

式　　典　 午前10時～
　　　　　　（広域五城目体育館第2体育室）

消防出初式は
１月４日㈭



練
習
場
は
教
室
だ
っ
た

高
校
に
入
学
し
た
の
は
秋

田
国
体
が
開
催
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
三
十
七
年
。
当
時
、

レ
ス
リ
ン
グ
部
は
ま
だ
同
好

会
で
、
会
員
は
十
人
ほ
ど
。

練
習
場
は
マ
ッ
ト
も
な
い
教

室
の
片
隅
で
し
た
。
そ
れ
で

も
秋
田
国
体
で
目
の
当
た
り

に
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
が
し
た

く
て
、
入
会
し
ま
し
た
。

コ
ー
チ
さ
え
い
な
い
同
好

会
で
し
た
が
、
町
で
働
く
先

輩
た
ち
（
レ
ス
リ
ン
グ
経
験

者
）
が
、
毎
日
毎
日
、
一
生

懸
命
私
た
ち
を
指
導
し
て
く

れ
ま
し
た
。

同
好
会
か
ら

レ
ス
リ
ン
グ
部
へ

一
年
の
秋
、
私
た
ち
の
要

望
が
生
徒
会
で
承
認
さ
れ
、

念
願
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
昇
格

が
決
ま
り
ま
し
た
。
練
習
場

は
教
室
の
片
隅
か
ら
体
育
館

の
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
り
、
私

た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
練

習
を
重
ね
ま
し
た
。
は
じ
め

は
ル
ー
ル
さ
え
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
先
輩
た
ち
の
指

導
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
ど
ん
ど
ん
実

力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

私
が
県
大
会
で
優
勝
を
果
た

し
た
三
年
の
と
き
に
は
、
五

城
目
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
は

部
員
四
十
三
人
の
大
所
帯
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
母
校
の
選
手
た
ち

少
子
化
に
伴
い
、
入
部
者

数
が
少
な
く
な
っ
た
五
城
目

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
で
す

が
、
●
●
●
●
●
先
生
（
同

校
レ
ス
リ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
）
の

指
導
の
も
と
、
●
●
●
●
君

を
は
じ
め
と
し
た
部
員
た
ち

が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
耳

に
し
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
の
開
催

が
と
て
も
楽
し
み
で
す
し
、

母
校
の
選
手
た
ち
に
ぜ
ひ
が

ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

五
城
目
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
創
設
時
の
部
員

●
●
●
●
さ
ん（
前
Ｏ
Ｂ
会
会
長
・
●
●
・
59
歳
）

●●●●●さん（●●）の　　　　　　　　　　　　　

エチオピアからこんにちは㉓
（赴任２年・帰国）

●●●●●さん
（●●●●●●　●●）
青年海外協力隊員としてアフリカ・エチオ
ピアの職業訓練学校で測量技術の指導を
行う。任期は平成16年12月から２年間。

エチオピア出国の１週間前にな
り、エチオピアでの最後の大きなイ
ベント「エチオピア・グレートラン」
という市民マラソン大会に参加しま
した。やはりマラソンはエチオピア
の国技のようなもので、この大会の
参加者も２万人を超えるといわれて
おり、東アフリカでは最大規模の市
民マラソン大会です。私は一般の
11kmを走りましたが、人の多さに
圧倒されながらもマイペースで完走
しました。完走の賞品としてメダル
をもらい記念になりました。レース
終了後にあるエチオピア人女性に声
をかけられましたが、なんと11月
にあった東京の国際マラソン大会に
出場し８位に入賞したそうです。ま
た12月の男子の大会でもエチオピア

人の選手が高タイムで優勝しました。
これからはマラソンを観戦するとき
も日本人だけではなく、エチオピア
人にも声援を送りたいと思います。
そして12月３日夜、ついに活動

を続けてきたエチオピアを出国しま
した。任地ゴンダールを離れるとき
の寂しさが大きかったせいもあり、
この日は２年
間の任期を全
うした充実感
でいっぱいで
した。帰路の
途中でもやは
りエチオピア
のことを思い
出すことがあ
りました。い

い思い出も悪い思い出も全てが私の
財産になりました。「住めば都」と
いう言葉もありますが、今エチオピ
アは私の身近にある国です。エチオ
ピアが五城目のみなさんにももっと
身近なものになるように、これから
はこの経験をたくさんの人に伝えて
いきたいと思います。
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■お問い合わせは、生涯学習課（☎８５２・４４１１）まで

レスリング成年男子は平成19年10月５日～８日　バレーボール競技（聴覚障害）は平成19年10月13日～15日

グレートラン

最　終　回
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五城目町交通死亡事故０　930日達成（平成18年12月20日現在）

交通安全は　家庭の中から　しつけから　　
あけましておめでとうございます。
交通事故のない安全で安心な生活はみんなの願いです。

　一年の計は元旦にありと言われているように、この機会
に家族みんなで話し合い、新たな気持ちで「交通事故防止」
を誓い合いましょう。

☎８５２・４１００

ゼロ

新年を　家族で誓おう　交通安全　　

町では、武力攻撃や大規模テロと
いった有事に的確に対応し、皆さんの
生命や身体、財産を保護するため、現
在「五城目町国民保護計画」を作成し
ています。
このたび、町国民保護協議会の協議

を経て素案を取りまとめました。
そこで、この計画に皆さんの意見を

反映するため、パブリックコメント（意
見募集）を実施します。

▲

閲覧方法
役場町民生活課（役場庁舎１階）

と町ホームページで公表しています。
http： //www.cs.town.gojome.

akita.jp/gojome/yakuba/

▲

提出方法
役場町民生活課と町ホームページ

で準備している「意見提出用紙」に
必要事項を記入し、次の方法で、1
月26日㈮まで提出してください。
❶町民生活課へ持参　❷郵送　　　
❸ファクス　❹電子メール

▲

意見の公表
住所、氏名、個人又は法人などの

権利利益を害するおそれのある情報
などを除き、取りまとめた上で、役
場町民生活課と町ホームページで公
表します。

※ 電話などによる口頭での意見提出は
ご遠慮ください。
※ 個々に回答はいたしませんのでご了
承ください。

お問い合わせ・ご意見の提出先
　〒018－1792（役場専用郵便番号）
　五城目町西磯ノ目1丁目1－1
　五城目町役場　町民生活課
　電　　話　852・5112　　　
　ファクス　852・5367
　電子メール

hogo＠town.gojome.akita.jp

五城目町国民保護計画（素案）
に対する

意見を募集 十
二
月
二
十
日
、
渡
邉

町
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
●
●
●
●
さ
ん
（
●

●
）
と
●
●
●
●
さ
ん

（
●
●
●
）
が
町
教
育
委

員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
●
●
さ
ん
、
●
●

さ
ん
の
任
期
は
平
成
二
十

二
年
十
二
月
十
七
日
ま
で

の
四
年
間
で
す
。

ま
た
、
同
じ
日
に
開
か

れ
た
町
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
●
●
●
●
さ
ん
が

委
員
長
に
、
●
●
●
●
●

さ
ん
が
委
員
長
職
務
代
理

者
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
委
員
に

●
●
●
●
さ
ん
、●
●
●
●
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た●●　●●さん（●●）

秋田大学卒業後、横手第一
中、杉沢中、五城目第一中
教諭、潟西中教頭、山本
中、天王南中校長などを務
め、平成15年に退職。

●●　●●さん（●●●）
五城目保育園保護者会、
五城目幼稚園ゆりかご会、
五城目小ＰＴＡ、五城目一
中ＰＴＡの役員を務め、平
成18年３月まで４年間、町
社会福祉協議会福祉員を
務める。

新教育委員の
●●●●さん㊨と●●●●さん㊧



　
【　

短 　

歌　

】

一
枚
の
残
る
カ
レ
ン
ダ
ー
に
行
事
記
す

欠
席
多
き
一
年
思
い

沢
田
石
和
子

高
ら
か
に
一ひ

と

声
鳴
き
て
雉
子
一
羽

霜
白
き
野
に
凛
々
し
く
降
り
ぬ

大
石　

政
子

キ
リ
タ
ン
ポ
の
レ
シ
ピ
と
母
の
手
紙
添
え

子
に
送
る
荷
を
一
つ
造
り
ぬ

小
浜　

キ
ヱ

其
の
昔
潟
に
て
採
り
し
蜆
貝

今
は
市
に
て
五
合
五
百
円
と
は

飯
塚
定
四
郎

　
【　

俳 　

句　

】

教
材
の
へ
ち
ま
ぶ
ら
り
と
五
つ
六
つ

小
玉　

紀
子

初
春
や
湯
気
真
直
ぐ
に
朱し

ゅ
ぬ
り塗

椀

伊
藤　

豊
子

百
枚
の
賀
状
一
枚
づ
つ
の
顔

大
島
つ
む
ぎ

被
爆
地
や
路
上
ラ
イ
ブ
は
星
月
夜

北
嶋
美
保
子

　
【　

川　

 

柳　

】

七
転
び
八
起
き
ひ
孫
に
癒
さ
れ
る

佐
々
木
敏
子

晩
酌
の
喉
が
知
っ
て
る
今
日
の
汗

三
浦　

春
水

足
元
を
見
る
と
気
づ
か
ぬ
こ
と
ば
か
り

鈴
木
さ
く
ら

何
気
な
い
言
葉
と
っ
て
も
や
わ
ら
か
い

栁
原　
　

紅

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
暖
か
い
ご
支
援

ご
指
導
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
と
共
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
康
で
そ
し
て
幸
多
き
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
昨
年

の
十
一
月
四
日
、
九
段
会
館
に
お
い
て
第

十
八
回
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
行
わ
れ
ま
し
た
懇
親
会
に
は
、
来
賓

と
し
て
五
城
目
町
か
ら
渡
邉
町
長
・
千
田

議
長
・
荒
川
副
議
長
・
伊
藤
英
紀
議
員
・

あ
っ
た
か
五
城
目
の
●
●
代
表
取
締
役
、

姉
妹
提
携
都
市
「
千
代
田
区
」
か
ら
は
区

長
代
理
の
●
●
区
民
生
活
部
長
・
区
商
連

の
内
山
会
長
・
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
の
●

●
副
理
事
長
を
は
じ
め
秋
田
県
人
会
連

合
会
・
近
畿
五
城
目
会
・
五
城
目
町
隣
接

地
区
の
在
京
ふ
る
さ
と
会
・
麹
町
野
球
会

等
々
か
ら
二
十
七
名
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ

出
席
会
員
八
十
二
名
と
と
も
に
総
会
を

祝
い
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ふ

る
さ
と
五
城
目
会
の
昨
年
は
三
月

の
千
代
田
区
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
九
月

の
万
世
橋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で「
だ
ま
こ
鍋
」

や
ふ
る
さ
と
の
「
特
産
品
」
の
販
売
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
五
城
目
町
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員

の
親
睦
交
流
事
業
と
し
て
会
報
の
発
行

（
三
回
）・
春
の
一
泊
旅
行
・
秋
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
・
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
へ
の

参
加
や
千
代
田
区
と
の
民
間
交
流
事
業

と
し
て
日
枝
神
社
「
神
幸
祭
」
へ
の
参
加
・

麹
町
野
球
会
リ
ー
グ
戦
へ
の
参
加
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
の
行
事
が
続
い
て

ま
い
り
ま
す
が
、
役
員
が
一
致
団
結
し
て

会
員
相
互
の
親
睦
交
流
を
第
一
に
諸
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
行
事
に
は
会
員
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
参
加
の

程
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
方
、
会
員
数
は
横
ば
い
状
態
が
続

き
、
特
に
若
い
会
員
の
入
会
が
少
な
く
危

惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
末
の
会
員
（
会
費
納
入
者
）
は
三
百
六

十
名
で
住
所
を
把
握
し
て
い
る
準
会
員

を
含
め
る
と
約
九
百
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、ご
近
所
で
上
京
し
て
い
る
方
や
、

ま
た
同
期
生
・
友
人
等
で
上
京
し
て
い
る

方
を
ご
存
じ
の
皆
様
に
は
、
入
会
に
つ
い

て
の
勧
奨
方
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ

る
次
第
で
す
。

昨
年
の
秋
田
県
を
思
い
起
こ
す
と
、
第

七
十
七
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
Ｔ
Ｄ

Ｋ
（
に
か
ほ
市
）
の
初
優
勝
、
世
界
第
二

の
高
峰
・
Ｋ
２
に
日
本
人
女
性
と
し
て
初

め
て
登
頂
に
成
功
し
た
小
松
由
佳
さ
ん

（
秋
田
市
出
身
）
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

話
題
を
振
り
ま
い
て
く
れ
た
反
面
、
藤
里

町
と
大
仙
市
で
は
幼
児
殺
害
事
件
と
悲

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
ぎ
重
苦
し
い
や

る
せ
な
い
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
年

は
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
開
会
さ
れ
五
城

目
町
は
レ
ス
リ
ン
グ
会
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
明
る
い
話
題
・
笑
顔
の
絶
え
な

い
年
に
な
る
よ
う
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に
、
会
員
の
ご
家
族
皆
々
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
ご
活
躍
と
、
ふ
る
さ

と
「
五
城
目
町
」
そ
し
て
姉
妹
提
携
都
市

「
千
代
田
区
」
の
益
々
の
ご
発
展
ご
繁
栄

を
祈
念
し
、
そ
し
て
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申
し
あ
げ
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長　

●　

●　

●　

●

（
五
一
中
十
八
期
卒
・
●
●
●
●
●
●
出
身
）

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

総会懇親会後の二次会にて（右端が会長）

156
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第
９
回
野
外
文
芸
館
全
国
公
募

◆
川
柳
の
部　

▼
秀
逸　

●
●
●
●（
●

小
●
年
）　

▼
佳
作　

●
●
●
●
●（
●

小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●
●

●
●（
●
小
●
年
）、●
●
●
●（
●
小
●

年
）、●
●
●
●（
●
小
●
年
）

第
34
回
潟
上
市
南
秋
田
郡

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
女
子
の
部　

▼
準
優
勝　

●
●
●
女

子
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

◆
男
子
の
部　

▼
第
３
位　

●
●
●
男

子
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少

潟
上
市
・
南
秋
田
郡

中
学
校
総
合
体
育
大
会

▼
連
覇
賞（
七
連
覇
）　

●
●
中
男
子
卓

球
部

山
内
中
学
校
招
待
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
優
勝　

●
●
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
19
回
全
県
中
学
校
選
抜

卓
球
五
城
目
大
会

▼
優
勝　

●
●
中
男
子
卓
球
部

第
18
回
男
鹿
市

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

▼
第
３
位　

●
●
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

第
31
回
湯
沢
市
招
待

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
優
勝　

●
●
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
５
回
こ
ま
ち
杯
中
学
校
卓
球
大
会

▼
優
勝　

●
●
中
男
子
卓
球
部

県
児
童
生
徒
美
術
展
潟
上
南
秋
地
区

▼
入
賞　

●
●
●
●
●（
●
●
中
●
年
）、

●
●
●
●（
●
●
中
●
年
）、●
●
●（
●

●
中
●
年
）、●
●
●
●
●（
●
●
中
●

年
）、●
●
●
●（
●
●
中
●
年
）、●
●
●

●（
●
●
中
●
年
）

県
ス
ポ
少
卓
球
選
手
権
大
会

❖
女
子
団
体　

▼
準
優
勝　

●
●
卓
球

ス
ポ
少
Ａ
チ
ー
ム　

▼
第
３
位　

●
●

●
ス
ポ
少
Ａ
チ
ー
ム　

◆
男
子
シ
ン
グ

ル
ス　

◆
４
年
生
の
部　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
）　

◆
女
子
シ
ン
グ
ル

ス　

◆
５
・
６
年
生
の
部　

▼
優
勝　

●

●
●
●
●（
●
小
●
年
）　

◆
４
年
生
の

部　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●
●（
●
小
）

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
）、●
●
●

●（
●
小
）

第
49
回
全
町
卓
球
大
会

◆
小
学
校
男
子
団
体　

▼
優
勝　

●
●

卓
球
ス
ポ
少　

▼
準
優
勝　

●
●
●
ス

ポ
少
Ａ
チ
ー
ム　

▼
第
３
位　

●
●
●

ス
ポ
少
Ｂ
チ
ー
ム　

◆
小
学
校
女
子
団

体　

▼
優
勝　

●
●
●
ス
ポ
少
Ａ
チ
ー

ム　

▼
準
優
勝　

●
●
卓
球
ス
ポ
少
Ｂ

チ
ー
ム　

▼
第
３
位　

●
●
卓
球
ス
ポ

少
Ａ
チ
ー
ム　

◆
小
学
校
男
子
個
人　

◆
６
年
生
の
部　

▼
優
勝　

●
●
●
●
●

（
●
小
）　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●（
●

小
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
）　

◆
４
・
５
年
生
の
部　

▼
優
勝　

●
●
●

●（
●
小
●
年
）　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●

（
●
小
●
年
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●

（
●
小
●
年
）　

◆
小
学
校
女
子
個
人　

◆
６
年
生
の
部　

▼
優
勝　

●
●
●
●
●

（
●
小
）　

▼
準
優
勝　

●
●
●
●（
●

小
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
）、

●
●
●
●（
●
小
）　

◆
４
・
５
年
生
の
部

▼
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）　

▼

準
優
勝　

●
●
●
●
●（
●
小
●
年
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）、●

●
●
●（
●
小
●
年
）　

◆
３
年
生
以
下

の
部　

▼
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）

▼
準
優
勝　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）　

▼
第
３
位　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）

第
56
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

▼
優
秀
賞　

●
●
●
●（
●
小
●
年
）

宮
古
市
民
体
育
館
10
周
年
記
念
東
北
選

抜
少
年
・
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

◆
小
学
校
３
・
４
年
の
部
女
子
26
㌔
級　

▼
第
１
位　

●
●
●
●
●
●（
●
小
●

年
）　

◆
小
学
校
５
・
６
年
の
部
女
子　

33
㌔
級　

▼
第
１
位　

●
●
●
●
●
●

（
●
小
●
年
）　

◆
41
㌔
級　

▼
第
１
位

●
●
●
●（
●
小
●
年
）

（
敬
称
略
）

町では契約内容などには一切関わり
ません。料金や作業内容などの契約事
項は、業者と直接交渉し、双方納得の
上で雪下ろしを行うようにお願いしま
す。（条件などにより対応できない場合
があります）
　●●●●●●●● ☎854・2280

☎090・7937・7311
　●●●●●● ☎852・5055
　●●●●●●● ☎854・2659
　●●●●● ☎852・2755
　●●●●● ☎875・2689
　●●　●　● ☎852・3422
　●●●●● ☎852・4864
　●●●●●●●● ☎854・2734
　●●　●　● ☎854・2154
　●●●●● ☎879・8011
　●●●●●● ☎852・2560

（平成18年12月21日現在）
※ 屋根の雪下ろしに関することは役場町
民生活課（☎852・5112）にご連絡
ください。

雪下ろしを
行う業者

■屋
根
の
雪
下
ろ
し
を　
　
　
　

行
う
と
き

● 

自
分
た
ち
で
で
き
る
作
業
か
ど

う
か
、
し
っ
か
り
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。

●  

ハ
シ
ゴ
を
し
っ
か
り
固
定
し
ま

し
ょ
う
。

 

● 

作
業
は
命
綱
を
つ
け
、
二
人
以

上
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

●  

暖
か
い
日
や
雨
が
降
っ
て
い
る

と
き
は
危
険
で
す
。

●  

屋
根
の
下
の
通
行
人
に
注
意
し

な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
に
気
を
つ
け
よ
う

屋
根
の
雪
下
ろ
し

　

積
雪
が
多
く
な
る
一
月
、
二
月
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
な
ど
が
増
え
、

作
業
中
に
屋
根
か
ら
滑
り
落
ち
る
な
ど
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
作
業
を
行
う
と
き
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ゴミ収集箱の除雪を　　　　
お願いします
各町内会で設置しているゴミ収集箱

は、町内会で協力して除排雪を行って
くださるようお願いします。
役場町民生活課（☎852・5112）



公営住宅の入居者を募集中

▲

申し込み資格
・月額所得20万円以下の方
・ 同居家族がいて住宅に困窮されてい
る方

（新広ヶ野住宅）▲

住　宅　35号（木造平屋建・築10年）▲

場　所　高崎字広ケ野148▲

家賃月額　16，600円～27，400円
（所得によって異なります）▲

敷　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　２月15日㈭
※ 募集は１月11日㈭から１月25日㈭
まで。申込用紙は役場２階の建設課
に準備しています。

内川地区公民館で
「新春演芸ショー」を開催

▲

日　時　１月14日㈰　午前10時～▲

会　場　総合生きがいセンター▲

入場料　無料▲

出演者　 五城目民謡森鈴会、日本舞
踊、琴修会五城目湯女サー
クル

※ 演芸終了後は懇親会も行いますので
ご参加ください。（会費500円）

年金受給者の皆さん
源泉徴収票が送付されます

　社会保険庁では、老齢基礎年金や老
齢厚生年金を受給している方へ１月下
旬に「公的年金等源泉徴収票」を送付
します。
　年金以外に所得のある方などは、確
定申告のときにこの源泉徴収票が必要
となりますので、大切に保管してくだ
さい。

五城目森林組合の職員を募集

▲

募集職種　林業全般　▲

募集人員　１名▲

勤　務　地　 五城目町（五城目森林組合）▲

資　　格　測量士補資格者優遇▲

給　　与　当組合の給与規定による▲

申込期日　平成19年１月15日㈪

パソコン教室受講生を募集

EXCEL（関数）▲

会　場　中央公民館▲

期　日　１月12日㈮・19日㈮
　　　　　 26日㈮・31日㈬▲

時　間　午後６時～午後８時

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
 ・  12月 5日　３万円　●●●●●さん
　●●●●　（亡き●●●さん）
・  12月15日　３万円　●●●●さん
　●　●　　（亡き●●●さん）▲

ご寄付
・   12月 6日　３万640円　ワンダフル
秋田カルチャーフェステバルin五城
目（チャリティーバザーの売り上げ）
・   12月13日　8,000円　●●●●さん
・12月13日　4,327円　●●　●さん

Q１  勤務のかたわら、雑誌に原稿を書き、その所
得が15万円ほどあります。所得税の場合は
20万円以下であれば申告不要と聞いていま
すが、住民税の申告は必要ですか。

A１  　所得税は所得が発生した時点で源泉徴収を行ってい
ることなどの理由から、給与所得以外の所得が20万
円以下の場合には確定申告不要とされていますが、住
民税はこのような源泉徴収制度はなく、ほかの所得と
合算して税額が計算されることになります。給与所得
以外の所得がある場合には、所得の多い少ないにかか
わらず、申告しなければなりません。

Q２  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町税を滞納するとどうなるの。

A２  　督促状を発送してから10日を経過した日までに完
納されない場合、税の公平と町税の確保を図るため、
法律に基づきやむなく財産調査を行い差し押さえの
処分を受けることになります。

　納税に関するご相談、質問、疑問など、どんなことでも役場
税務課（☎852・5144）にご相談ください。

知って納得！ 私たちの税金　21国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分

納
期
限
は

１
月
31
日
㈬
で
す
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問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
秋田社会保険事務所（☎865・2379）

問い合わせ先
五城目森林組合（☎852・3135）



燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

2007年 ２月ゴミ収集日程表

平成18年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（●●●小　●●●●さん）

環境と　地球を守る　リサイクル

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

なまえ
なまえ

なまえ
なまえ

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 
二
月
十
二
日
㈪
建
国
記
念
日
は
、可
燃
ゴ
ミ

の
収
集
は
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

ゴ
ミ
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

生
ゴ
ミ
の
水
切
を
徹
底
し
て
、燃
え
る
ゴ
ミ
と

一
緒
に
出
し
て
結
構
で
す
。

● 

フ
ト
ン
類
は
、袋
に
入
る
大
き
さ
に
切
っ
て
、燃

え
る
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

鍋
・
ヤ
カ
ン
・
フ
ラ
イ
パ
ン
・
ポ
ッ
ト
・
炊
飯
器
・

卓
上
コ
ン
ロ
な
ど
は
、袋
に
入
れ
、金
属
類
他

の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

蛍
光
管
は
、袋
に
入
る
大
き
さ
に
し
て
、ガ
ラ

ス
類
他
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
一
緒
に
燃
え
な

い
ゴ
ミ
の
日
に
出
し
て
下
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
生
活

課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

７日・21日（水）（全町）

11日・15日・18日
15日・19日・22日
26日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日

10日（土）

24日（土）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

8日（木）

9日（金）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

22日（木）

23日（金）
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※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

３12月31日

23

14

12

21

８

16

９

15

24 25
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４

19

13

５

18

10

27

29 30

1月1日

３２2月1日

○ 五城目町役場仕
事始め

○ 元日
○ 消防年始特別警
戒（３日まで）

○ 成人の日

○ 町ＰＴＡ研究集会
（町民センター
　・13：00～）

○ 消防出初式
　　　（９：00～）

○ 五城目幼稚園
　３学期始業式
○ 町内小中学校
　２学期授業再開

○ 2007子ども環
境フォーラムｉｎ 
ＮＡＮＳＹＵ（五城
目小体育館・　
９：30～11：30）



●　●　　　●ちゃん 11月 5日 ●●・●●● ●　　●

●　●　●　●ちゃん 11月 8日 ●　●・●　● ●●●●

●　●　●　●ちゃん 11月10日 ●　●・●　● ●●●●

●　●　　　●ちゃん 11月14日 ●●・●●● ●●●●

●　●　●　●ちゃん 11月20日 ●●・●●● ●●●●

●●●　●●●ちゃん 11月29日 ●　・　●　● ●　　●

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成18年11月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,845 （－10） （－257）
（男） 5,594 （－06） （－129）
（女） 6,251 （－04） （－128）
世　帯 4,123 （－03） （－026）

●　●　●　●さん 53歳 11月 5日 ●　●　●

●　●　●　●さん 85歳 11月 7日 ●　　●

●　●　●　●さん 85歳 11月 7日 ●　　●

●　●　●　●さん 91歳 11月10日 ●●●●

●　●　●　●さん 98歳 11月21日 ●　●　●

●●●　●　●さん 58歳 11月22日 ●　●　●

●　●　●●●さん 94歳 11月24日 ●　●　●

●　●　●　●さん 78歳 11月26日 ●　　●

●　●　●　●さん 58歳 11月30日 ●　●　●
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

はじめまして

● ● ● ●　です
よろしくネ！

おたんじょうおめでとうございます

「  ●●お兄ちゃん、●●お兄ちゃんと
仲良く、元気な子に育ってネ！」　

お父さん・お母さんより♥

●　● ●　　●

大石サンタさんからプレゼント！の
当選者発表！！
広報12月号のクイズの答えは
「鍋をひっくり返してぞうきんでふく」
でした。当選者は次の皆さんです。
おめでとうございます。

2007年カレンダー／●●●●
さん（●●●）、色紙／●●●●●さん
（●●●）、オリジナル手ぬぐい／●
●●●さん（●●●●）・●●●●さん
（●●●）・●●●●●さん（●●●）


